
VI群は V群同様遊水池になお数基の周溝墓の存在を推定できる。四隅切れと推定される周溝の一

部の検出にとどまったか、土器の古相から SR58か起点墓である。 SR59は土器相からこれに続く

ものと思われ、これも IIa期に考えた。 Ill期には周囲の四隅切れ周溝墓、 SR57 • 60を、全周形の

S R61 • 62はW期に考えた。

V11群は I • VIII群と同様独立して営まれ、全周形、一隅切れ形の周溝墓の構成である。遺物か少な

く土器の面での時期の判断か困難だか、はかの群での小形の全周形周溝墓か群中で主体的な位置を

占めることかなく、周辺の選地をして後出的なあり方をしているので、本群は全てW期と考えてお

VIII群は SRl5単独で存在する。 I • VII群のように全周形の周溝墓のみで構成される群の起点と墓

と思われ、発展かないまま墓域の廃絶を迎えたものと思われる。主軸偏差は SRl9 • 20 • 23と近似

しこれらの群との関連を想定できる。遺物がないか形態と配置状況から N期であろう。

なお、紙面に余裕がないのて‘いちいちその根拠を示すことができないが、既に報告I斉みの広面遺

跡の方形周溝墓群の形成過程についても本遺跡の各時期に照らして私見を併せて図示しておく。

3. 方形周溝墓出土木製品について (SR41出土の二叉鋤に関連して）

(1) はじめに

本遺跡の周溝墓群中 SR41からは一木二叉鋤か、 SRl3からは棒状木製品か出土している。

周溝墓から木製品が出土したのは、関東地方では初例である。本格的な検討のためには類例を待っ

て、それらと比較しなければならないが、その前段階として本遺跡の木製品に限った詳細なデータ

の提示と、主として西日本を中心とする他遺跡との比較を行うことによって今後の研究の指針を得

る必要がある。本項では、この両点に絞り、検討を行うことにしたい。

(2) 中耕遺跡出土の木製品

本遺跡出土の木製品は、 SR41の二叉鋤、 SR13の棒状木製品の 2点である。

S R41の一木二叉鋤は、溝底から、地山の黄灰色シルト直上から出土している。軸方向は周溝と

直交する方向てある。遺存状態は良く、身の一部を欠くかはほ‘‘完形で出土している。全長102cm、身

幅22cm、柄長50cmの一木造り式の鋤てあるか、身中央を先端から切込み二叉としている。握りから

身まで丁寧に加工されており、握り及び柄の部分には使用時のものと思われる痕跡が残る。握り部

の痕跡は、握った時に力の最も加わる部分に明瞭な摩滅が窪みとなって残っている。柄の部分では、

身から近い位置にすり減ったような跡か連続してみられる。これらの痕跡は当時の使用痕と考えら

れ、現れのスコノプの使用法と同じように使用されたことが分かる。また、使用材はアカガシ亜属

て、耕起具ては一般的に選定使用される樹種である。

これらのことから、本例は鋤本来の目的で作成され、使用されたことか分かる。ただ、このよう

な一木造リ式の二叉鋤というタイプは類例か少なく、弥生一古墳時代で、管見に触れる限りでは、

余良県桜井市城島遺跡・外山下田地区（清水進一1991) の6点、埼玉県行田市小敷田遺跡（吉田稔
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1991)、深谷市深谷町遺跡（澤出晃越1985)の各 1点すつ、計8点のみてある。このようなタイプの

鋤が、地域的なものか、その土地の土質等に起因するものか、また、組合せ式の二叉鋤との間には

機能的相違があるのかなど、今後類例を待って検討して行く必要があろう。いすれにせよ、本例に

関しては、明かに鋤本来の目的で作成、使用され、最終的に周溝墓の周溝に入れられたものと判断

できる。

S R33の棒状木製品は、地山である青灰色砂に半ば沈み込む状態で出土している。軸方向は周溝

の軸方向よりやや東に寄っている。劣化か著しく、 20cm~50cmに分断されて出土しており、途中欠

落した部分もある。推定長 3m 90cm、最大径7.3cmで広葉樹原木の樹皮を剥いただけの材を使用して

いる。所々に節があり、決して太さが一定していない。加工痕らしきものは、長さ 2cm~5 cmのえ

ぐりがほぼ等間隔に 3箇所、ほぞ穴状の加工が 2箇所確認できるにすぎない。その加工も摩滅がは

げしく、加工具等か想起できるものではない。また、その加工が何のためになされ、どう機能した

かは不明である。

いすれにせよ、周溝墓周溝底からの出土だけに、本例を含めて今後周溝墓出土の木製品には注意

する必要かある。

(3) 方形周溝墓出土の木製品

方形周溝墓出土の木製品は、管見に触れる限りで現在13遺跡で79例が出土しており、次の各点を

特徴的な傾向として認めることができる。

①時期 弥生時代中期、弥生時代終末から古墳時代前期の二時期の例か最も多い。

②地域 全時期を通じては、各地域ともはば同様の割合を分け合っているか、中期段階では

西日本に中心的な分布がみられる。

③器種 弥生時代では鋤か抜きん出ている。

古墳時代では様々なものがみられる。

④出土遺構 群中で特に大型というわけではない。

土壊、ピソト等の施設に納められているものかある。

北・西溝か多い。

⑤出土状況 溝底に据え置かれたものと、流れ込みの二者が認められ、比率としては流れ込みの

割合が高い。

特に溝底に据え置かれるものは、鋤、鍬の耕起具と棒状木製品に限られる。

(4) 検討課題について

この様相から検討すべき課題として次の各点か挙げられる。

①弥生時代中期、弥生時代終末から古墳時代初頭の例が多いが、それは当時の時代背景と何らかの

形で結び付くものなのか。

②後期の例が現段階ではごく少数しか見出せないか、中期の例と中耕・矢部・馬場・小敷田遺跡の

例を同様の系譜のものとして扱って良いのか。
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方形周溝墓出土の木製品

No 遺跡 所在地 時代 遺構（形態・規模） 遺物 出土状況

1 中耕 埼王県 弥生末一 第13号方形周溝墓西溝 棒状木製品 棒状の刻み目の入った細い材、溝底の地

坂戸市 古墳前期 （全周・方台部長11.lm、深さ 山の黄灰色シルトより若干浮いて出土．

善能寺 l 2m) 軸方向は周溝と平行．直交する方向で短

いものが置かれている．

第33方形周溝墓東溝 棒状木製品X2 棒状の刻み目の入った細い材と、杭状の

（四隅切・方台部長11.4m、深 棒材．細い材は溝底からわずかに浮いて

さ85cm) おり、杭状のほうは溝底出土．

第41号方形周溝墓西溝 ー木二叉鋤 軸方向は周溝の軸方向より東に寄ってい

（全周・方台部14Om、深さ11 る．地山の青灰色砂になかば沈み込む状

m) 態で出土．

2 小敷田 埼玉県 古墳前期 4区5号周溝墓 礎板・叉鋤・大足・ 6号周溝墓と同様の出土状況を呈する．

行田市 （方台部長13.2Xll.9m、周溝 箱形容器、各 1

小敷田 幅1.4~1.5m、深さ30cm)

古墳前期 4区6号周溝墓 台付容器X2、用 出土層位・位置一定せず、流れ込みと思

（方台部長7.9m、周溝幅1.5m、 途不明品・杭・建 われる．同時期の木製品（特に容器等）が

深さ30cm) 築部材・木錘・各 含まれ、墓前祭に使用の用具が流れ込ん

1 だ可能性もある．（吉田稔氏御教示）

古墳前期 4区7号周溝墓 棒・叉鍬・板・木製 穂のついた炭化米力滓iコーナーより出土．

（方台部長8.1m以上、周溝幅 容器・用途不明・ 木製品の出土状況は6号周溝墓と同様．

1.0~1.5m、深さ30cm) 各1、木錘X2

古墳前期 4区8号周溝墓 エプリ・材・弓・着 6号周溝墓と同様の出土状況を呈する．

（方台部長10.2X9.2m、周溝幅 柄鋤・棒•田下駄、

0.8~1.5m、深さ30cm以上） 各1

古墳前期 4区9号周溝墓 台付容器．横槌． 6号周溝墓と同様の出土状況を呈する．

（方台部長10.lm、周溝幅0.7~ 柱．叉鋤、各 1

l.Om、深さ30cm以上）

古墳前期 4区10号周溝墓 大足X1 6号周溝墓と同様の出土状況を呈する．

（方台部長9.9X7.7m、周溝幅

1. 6~l. lm、深さ30cm)

3 馬場 東京都 弥生終末 方形周溝墓 叉鍬X1,板材（棺 叉鍬は北溝底面に接して、板材は不明（出

北区豊烏 材か？） 土はそれぞれ別の方形周溝墓、中島広顕

氏御教示）

4 瀬名 静岡県 弥生中期 8区3号周溝墓南溝 組合鋤Xl 底面．周溝軸方向にほぼ平行に置かれた
静岡市 中葉 （不明） 状態．整理中で、詳細不明．（中山正典氏御

教示）

5 椿野 静岡県 弥生後期 第1方形周溝墓 棒状木製品X2 南溝拡幅部、底面から10cm浮いて出土．周

浜松市 後葉 （不明・方台部長一辺14m以上、 溝と平行に置かれた状態．周辺の底面か

都田町 周溝幅1.8~1.lm、深さ30cm) ら底部を欠失した壺が出士している．

6 角江 静岡県 弥生中期 1号墓南溝 組合鋤X1 ほぼ底面．調査中のため詳細は不明．（塚

浜松市 中葉 （不明・方台部長8.4m、周溝幅 本裕巳氏御教示）

入野町 80cm以上、深さ50cm)

7 朝日 愛知県 弥生中期 6!NSZ208西溝 狭鍬X2 最下底周溝の軸方向に沿って 2本を点

名古屋市 前葉 （四隅切・方台部長33.5m、周 対称に置く．

西区ほか 溝幅7.5m、深さ1.7m) 

弥生中期 61 TS Z 301北溝 ー木鋤X3 北溝東端溝底．周溝の軸方向に直交する

後葉 （四隅切・方台部長35m、周溝 方向に並べて出土．

幅11.0m、深さ1.7m) 組合鋤X2 北溝西部最下層．

田下駄X1 東溝下層上部．

広鍬未製品X2 溝中央上層．

弥生中期 61T S Z303西溝 狭鍬X2 最下層．61NS 2208と類似した状態で、

後葉 （不明） こちらは接して出士．

弥生後期 S Xl05南溝 加工板材X1 周溝底面．軸方向に沿って出士．方台部墳

中葉 （全周か・方台部長7.5m、周溝 棒状木製品X7 丘？遺存．

幅1.6m、深さ30cm)

- 308 -



No 遺跡 所在地 時代 遺構（形態・規模） 遺物 出土状況

8 松ノ木 三重県 弥生中期 方形周溝栞 2基 組合鋤X1 北溝．出土状況不明．

津市 前半 （四隅切・方台部長 1辺19m) 帆立状木製品 西溝．出土状況不明．深さ不明．

安東町

9 鳥丸崎 滋賀県草 弥生中期 10号墓南溝 木偶X1 南溝東寄り底面．他の木製品と共に流れ

津市下物 前半 （四隅切・方台部長 6m、周溝 込みの状態て、周溝底の腐食土中より出

町地先 幅16m) 土．

10 矢部 奈良県 古墳時代 T-1方形区画 SD-301S 槽X1 下層の炭化物・焼土粒子を含む黒色土中

田原本町 初頭 幕（方台部長132 から周溝の軸方向に沿って出土．これら

矢部 mX12.3m、幅 の製品の他に、自然木、木葉、植物種子（炭

1 ~1 5m、深さ 化コメ、ダイズ、アズキ）、植物繊維等か出

0.6~1 m) 土．

S D-301E 棒状木製品X2 下層の炭化物・焼土粒子を含む黒色枯土

中から出土．砥石・士器群と伴出．

古代時代 T-4方形区画墓 棒状木製品X2 1点は扶入、 1点は管様．前者は南東コー

前期 SD ~304（不明、規模も不明） ナー底面より20cm程浮いた淡灰色土中出

土．後者は南溝東寄り、底面より20cm程浮

いた淡灰色枯土中より出土．

11 鬼虎川 大阪府 弥生中期 3号周溝墓 ー木鋤X1 北東溝底面．北東溝の西端にある土塙状

東大阪市 前葉 （不明・現存5m、周溝幅18~ の落ち込みの縁に周溝の軸方向に沿って

西名切町 2.6m、深さl.Om) 出土．

・弥生町 鋤の柄X1 北西溝より出土．出土状況不明．調査区域

外に大部分かかかり規模は不明．

12 瓜生堂 大阪府 弥生中期 A区1号周溝墓北溝 組合鋤Xl（身部 北溝最上層洪水による青灰色砂による

東大阪市 後半 （全周・方台部長195mXllm、 のみ） 流れ込み．

瓜生堂・ 周溝幅 6m、深さ 1m) 

若江新町 弥生中期 A区1-2号周溝墓間周溝 組合鋤X2 境の明瞭でない 1 • 2号共有の周溝． 1

後半 （溝福3.5mX深さ70cm) ー木鋤X2 号周溝墓北溝と同様の砂による流れ込み．

弥生中期 A区2号周溝墓 橋X1 西溝南半周溝底．出土状況不明．

後半 （全周・方台部長16Xllm)

弥生中期 c区］1号周溝墓 ー木鋤X1 西溝南端にある溝中土堀と考えられる隅

後半 西裾2号土墟 丸方形の土壇から出土．26XO 6~0 7X 

（方台部長10~12m) 0 4m．溝底から一層を挟んた暗灰色砂層

中から伏せた高材沫ボ部に乗せた状態で出

土．

弥生中期 D区21号周溝菜（全周） 鞘状木製品X1 東北溝上層から七器片とともに出土．流

後半 れ込みか．

あかかき状木製 拡張する前は西北周溝の終りになってい

品X1 た不整円形の土堀から出土．径約25m、

深さ04m.流れ込みか．

鋤先X1 拡張する前の周溝．周溝長73m、周溝幅

1 4m、深さ40cm流れ込みか

弥生中期 H区1号周溝墓 ー木鋤X1 西溝南西部隅の溝底の径40cm深さ15cmの

後半 西溝内ピ I 卜 ピソト内から出土．上に完形の製かおか

（部分的調査て規模不明） れていた．

弥生中期 H区7号周溝硲 梯子X1 部分的な調査のため出士状況不明．規校

後半 （全周・方台部長 7m以上、南 村根X1 等不明．

溝は幅I9m、深さ50cm)

13 雁屋 大阪府 弥生 方形周溝墓（詳細不明） 鳥形木製品X1 周溝西側．

四条畷市

江瀬見町

各逍跡の文献は P323を参照
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③中耕等と、ほぼ同時期の周溝墓以外の墓制、例えば纏向石塚等で見られる木製品、あるいはその

後の前期古墳や服部遺跡等で見られるものとは関係かあるのか。

④周溝墓出土の木製品か、その時期の木製品全体の中で日常持っている機能は何か。また、周溝墓

で使われることにより、特別の造作が施されているか。

⑤鋤・鍬．棒状木製品を施設内に納めたり、周溝底に据え置く行為は何を意味するか。

⑤同様に矢部遺跡で見られる下層に埋棄する行為は何を意味するか。

⑦木偶や鳥形木製品、棒状木製品の周溝墓に関係する機能とは何か。

⑧いわゆる供献土器を用いる儀礼とこれらの木製品を用いた儀礼との関係は何か。

⑨木製品を用いる行為は周溝墓全体の儀礼中でどのように位置づけられるか。

⑳流れ込みの遺物か示す造墓集団の間接的行為とはどのようなものか。

⑪弥生時代の農耕祭祀とこれらの行為はどのような関係があるか。

これらを整理すると、次の手順での検討が必要となる。

a. 周溝墓出土の木製品は、日常どのような機能をもつか、また周溝墓から出土することにより、

特別な造作が施されているのか。

b.鋤．鍬・棒を周溝底や施設内におく行為は何を意味するのか。

C。流れ込みの遺物か示す周溝墓に関連する間接的行為とは何か。

d. 弥生時代中期と弥生時代終末～古墳時代前期の例は一連のものとして評価できるのか。

e. 木製品を用いた行為は周溝墓全体の死者儀礼の中でどのような位置を閉めるか。

aはb.Cの機能を推定する際に欠〈ことのできないものである。 b.Cを踏まえて dをし、更

にその位置づけ eを行う必要がある。

上述の諸点については、現在検討中である。その中間報告として、上曜考古学研究会の91年10月

例会で「方形周溝墓出土の木製品」と題して発表を行ったか、不十分な内容を露呈したに過ぎない

ものであった。その際に頂いたご意見についても今後検討していきたいと考えている。

またこの性格を考える上で使用痕の有無等も大きな問題となるが、現在各地に足を運び、実見を

重ねているところで、発言できる段階ではない。中耕遺跡出土の木製品についてはこれらの全体の

中で再度位置づけを行うことにしたい。再論を期して一旦稿を閉じることとする。
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